
老朽劣化した鋼管柱を新品と同等以上の強度に復元します

背景
老朽化した街路灯鋼管柱の倒壊事故が全国各地で発生しています。数年内に対策が必
要な照明柱が130万基あるといわれており、コスト削減・工期短縮を実現する補修工法を
開発しています。

鋼管柱補修技術（FRPシップ工法）

① 既設ポールの撤去/新設が不要となり、一般的な建替えよりも経済的であり、

環境にやさしい技術です。

② 高所作業、重機の使用がなく、作業の安全性が向上します。

③ 施工時間は約2時間程度と、スピーディな施工が可能です。

工法の概要

老朽劣化した鋼管柱の地際部 補修後の鋼管柱

本工法は老朽劣化した鋼管ポールを、高強度インナーバッグによる内面補強を行い、

新品と同等以上の強度に復元する工法です。

補修概要図 補修部の断面構造

技術提携

本工法は、㈱トッププランニングJAPAN様と技術提携を行っています。
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技術の特徴

内面

補強



株式会社トッププランニングJAPAN
TEL:03-3660-7720    FAX:03-3660-7721 e-mail:info@tpjp.co.jp
〒103-0016

東京都中央区日本橋小網町3-14 茅場町K-1ビル 7F

鋼管柱の内径、構造に合わせて個別に作製します
＊内径15㎝ 空洞用パック、根枷ボルト対応用パック

アラミドパック

【特許】 第4157149号、第4832475号、第5295075号、第5249263号、第6073184号 他

破壊荷重 133.5KN
（100%）

破壊荷重 182.6KN
（136%）

鋼管曲げ試験（新品と50％カット補強の比較）

50％
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アラミドシート
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【アラミドパック】 【曲げ強度】

【ご相談・
お問合せ先】

アイレック技建株式会社 西日本営業本部 第一事業部
TEL:06-6443-8109    FAX:06-6441-8119 e-mail:kyoshida@airec.co.jp
〒550-0002

大阪市西区江戸堀1-22-17 西船場辰巳ビル2F

（2022.05）


